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将来、みなさんは社会に出て労働することによって収入を得て、独立していきます。そのためには、自分はどんな個性を持った人間なのか、自分にはどんな職業が向いているのか、その職業の仕事の内容はどんなものなのかを知らなければなりません。そして、将来を見通して今、どんな生活をすべきかを真剣に考えなければいけません。

２年生では、実際に働くことを体験しながら、社会に出て働くとはどういうことなのか、さらに深く考えて欲しいと職場体験学習を計画しました。

将来「社会で働く人間」になるみなさんは、自分の力をどんな形で生かしていったらいいと思いますか？自分の個性も生かし社会にも役立つ働き手になるには、どんなことが必要だと思いますか？

職場体験学習で「地域で働く人々」から多くのことを学び、自分の「職業」に対する見方や考え方を見直してみましょう。そして、「生きることは学ぶこと・生きることは働くこと」を心に刻んで、これからの中学校生活を充実させましょう。


１　各職場での見学や実習を通して、働くことの意義や職業に対する意識を高め、望ましい「職業観」や「勤労観」を養う。

２　職場でたくさんの人々と接して、人間関係の大切さを知り、あいさつ・言葉遣いなど人間として生きていく上での必要な資質を高める。

３　自分の行動に責任を持ち、自主性を育てる機会とする。

４　各職場で実際に働くことを通して、勤労の尊さを実際に肌で感じとり、保護者を始め、身近な人々の仕事を理解するとともに自己の適性や将来の職業について考える機会とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【 職場体験学習に向けて，自分の決意や思いを書いてみましょう 】














